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使
用
済
み
化
粧

品
容
器
を
再
び
化

粧
品
容
器
に
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
る
水

平
リ
サ
イ
ク
ル
に

は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｎ
（
髙
尾
正
樹
社

長
）
が
保
有
す
る

独
自
の
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
技
術

を
活
用
。
今
回

は
、
２
０
２
２
年

に
顧
客
か
ら
回
収

し
た
使
用
済
み
化

粧
品
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ボ
ト
ル
を
水
平

リ
サ
イ
ク
ル
し
、

花
王
グ
ル
ー
プ
の

カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品

が
展
開
す
る
「
Ｔ

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｙ
（
ト
ワ

ニ
ー
）」
の
化
粧

水
つ
け
か
え
ボ
ト

ル
容
器
の
一
部
に

使
用
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
化
粧
品
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ

イ
ク
ル
社
会
実
装
モ
デ
ル
と

し
て
継
続
的
な
取
り
組
み
へ

と
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
回
収

ス
キ
ー
ム
の
構
築
と
取
り
組

み
規
模
の
拡
大
を
目
指
し
て

い
く
。

　

花
王
で
は
、
化
粧
品
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
の
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
に
向
け
、
回
収
し

た
使
用
済
み

化
粧
品
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ボ

ト
ル
を
用
い

て
再
生
素
材

を
製
造
し
、

化
粧
品
ボ
ト

ル
容
器
に
再

利
用
す
る
こ

と
を
目
指
し

て
い
る
。
一

般
的
に
、
着

色
や
加
飾
が
施
さ
れ
た
化
粧

品
ボ
ト
ル
容
器
は
、
包
装
容

器
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
素
材
へ
再
生
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
て

き
た
が
、
花
王
は
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
と
協
働
し
、
同
社
が
保

有
す
る
独
自
の
ケ
ミ
カ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

第
１
弾
と
し
て
、
２
０
２

１
年
６
月
か
ら
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ

る
ペ
ッ
ト
リ
フ
ァ
イ
ン
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー（
伊
賀
大
悟
社
長
）

が
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
用
い
て
製
造
し
た
ケ
ミ
カ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー

ト
）
素
材
を
、「
Ｔ
Ｗ
Ａ
Ｎ

Ｙ
」の
ボ
ト
ル
容
器
に
採
用
。

バ
ー
ジ
ン
Ｐ
Ｅ
Ｔ
素
材
と
同

等
品
質
の
、
美
し
い
容
器
が

製
造
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
そ
の
後
、「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｅ

Ｂ
Ｏ
（
カ
ネ
ボ
ウ
）」「
Ｌ
Ｉ

げ
、
経
営
戦
略
と
統
合
さ
せ

る
こ
と
で
、
社
会
へ
の
貢
献

と
さ
ら
な
る
事
業
成
長
を
目

指
し
て
い
る
。

　

現
在
、
洗
剤
、
柔
軟
剤
、

ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
な
ど
、
世
界

中
の
日
用
品
に
使
わ
れ
て
い

る
界
面
活
性
剤
の
多
く
は
、

パ
ー
ム
ヤ
シ
か
ら
採
取
さ
れ

た
油
脂
（
パ
ー
ム
油
）
を
原

料
に
作
ら
れ
て
い
る
。

　

パ
ー
ム
油
は
主
に
食
料
用

途
で
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
想
定
さ
れ
る
世
界
的
な

人
口
増
加
に
伴
い
、
大
規
模

な
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

パ
ー
ム
ヤ
シ
か
ら
持
続
可
能

な
方
法
で
油
脂
を
生
産
す
る

に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
パ
ー
ム
油
を
代
替
す
る

原
料
、
生
産
技
術
の
開
発
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
は
、
２
０
１
５

年
８
月
に
設
立
さ
れ
た
革
新

的
な
バ
イ
オ
技
術
を
駆
使
し

た
Ｃ
Ｏ
２
・
水
素
を
原
料
と

す
る
ヒ
ト
用
タ
ン
パ
ク
質
、

バ
イ
オ
燃
料
、
化
学
品
等
の

研
究
、
開
発
、
製
造
を
行
っ

て
い
る
企
業
で
、
保
有
す
る

独
自
の
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
水
素
菌
を

活
用
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
と
水

素
（
Ｈ
２
）
か
ら
様
々
な
物

質
の
商
業
生
産
を
目
指
し
て

い
る
。
中
で
も
、
同
社
は
Ｃ

Ｏ
２

か
ら
パ
ー
ム
油
代
替
可

能
な
油
脂
化
学
製
品
を
開
発

す
る
こ
と
を
、
社
会
的
意
義

の
高
い
研
究
テ
ー
マ
の
１
つ

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
、
両
社
が
よ

り
深
く
連
携
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

か
ら
生
産
し
た
原
料
を
、
洗

剤
、
柔
軟
剤
、
ハ
ン
ド
ソ
ー

プ
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

製
品
に
活
用
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
に
出
資
す

る
こ
と
を
決
断
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
リ
サ
ー
ジ
）」

「
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ 

ｉ
Ｐ
（
ソ

フ
ィ
ー
ナ
ｉ
Ｐ
）」
な
ど
、

同
素
材
の
採
用
ブ
ラ
ン
ド
も

順
次
拡
大
し
て
い
る
。

　

第
２
弾
で
は
、
２
０
２
２

年
２
～
７
月
の
期
間
、「
Ｔ

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｙ
」
を
取
り
扱
う
関

東
エ
リ
ア
の
イ
オ
ン
直
営
店

舗
な
ど
に
お
い
て
、
顧
客
が

使
用
し
た
化
粧
品
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ボ
ト
ル
を
回
収
。
回
収

し
た
使
用
済
み
化
粧
品
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
を
用
い

て
、
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

に
よ
る
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
の

実
証
実
験
を
進
め
て
き
た
。

　

今
回
、
２
０
２
２
年
に
回

収
し
た
使
用
済
み
化
粧
品
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
を
水

平
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、「
ト

ワ
ニ
ー 

ロ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
ｔ 

（
レ
フ
ィ
ル
）」
の
ボ
ト
ル

容
器
の
素
材
の
一
部
と
し
て

使
用
し
、
バ
ー
ジ
ン
Ｐ
Ｅ
Ｔ

と
同
等
品
質
の
ボ
ト
ル
容
器

に
再
生
、
商
品
化
を
実
現
し

た
。

　

花
王
は
、
２
０
２
１
年
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
化
粧
品
ボ
ト

ル
容
器
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に
て
、
こ
の
ほ
ど
、

使
用
済
み
化
粧
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
か
ら
な
る
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク

ル
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
）
素
材
を
容
器
の
一
部
に

使
用
し
、
商
品
化
を
実
現
し
た
。
５
月
30
日
よ
り
順
次
、
イ
オ
ン
・
イ
オ

ン
ス
タ
イ
ル
１
４
６
店
に
て
、
数
量
限
定
で
販
売
し
て
い
る
。

　

大
手
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ン
ド
し
ま
む
ら
が
、
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し

て
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
生
成
し

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

「
Ｌ
ｕ
ｎ
ａ
（
る
な
）」
を

起
用
し
た
こ
と
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
。

　
「
Ｌ
ｕ
ｎ
ａ
（
る
な
）」

は
最
新
の
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ

り
開
発
さ
れ
た
バ
ー
チ
ャ

ル
モ
デ
ル
で
、
自
然
な
動

き
や
表
情
か
ら
、
実
在
の

モ
デ
ル
の
よ
う
に
見
え
る

こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ

の
リ
ア
ル
さ
か
ら
、
従
来

の
モ
デ
ル
に
代
わ
る
新
た

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

企
業
と
し
て
も
、
よ
り

ト
レ
ン
ド
や
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
の
提
案
が
し
や
す
く

な
り
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

の
強
化
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

人
間
モ
デ
ル
の
場
合
に
生

じ
得
る
リ
ス
ク
（
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
都
合
や
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
）
の
軽
減
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
バ
ー
チ
ャ
ル

モ
デ
ル
の
台
頭
の
影
響
と

し
て
、
実
際
の
モ
デ
ル
が

仕
事
を
失
う
可
能
性
や
、

完
璧
に
作
り
上
げ
ら
れ
た

姿
で
の
訴
求
に
よ
り
不
自

然
な
美
の
影
響
な
ど
も
懸

念
さ
れ
る
。

　

人
間
の
労
働
へ
の
影
響

は
モ
デ
ル
に
限
っ
た
話
で

は
な
く
、
昨
今
で
は
Ａ
Ｉ

ア
ー
ト
の
進
化
に
よ
り
、

ク
リ
エ
イ
タ
ー
も
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。
人

間
と
Ａ
Ｉ
の
共
存
に
よ
り

新
た
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
可
能
性
が
生
ま
れ
る
一

方
で
、
Ａ
Ｉ
技
術
が
人
間

の
生
活
や
仕
事
の
在
り
方

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

今
後
対
応
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。　
　
　
　
（
竹
）

Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

　

ラ
イ
オ
ン
は
、
バ
イ
オ
技
術
の
力
で
新
し
い
生
活

様
式
を
提
案
し
、
地
球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２
資
源
化
研
究
所
（
本

社
＝
東
京
都
港
区
台
場
、湯
川
英
明
社
長
、Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
）

の
第
三
者
割
当
増
資
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
決
定
し
、

出
資
を
行
っ
た
。

　

同
社
は
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
地
球
環
境
へ
の
取
組
み

推
進
」
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
最
重
要
課
題
と
し
て
掲

Ｃ
Ｏ
２
か
ら
の
油
脂
開
発
技
術
を

有
す
る
Ｃ
Ｏ
２
資
源
化
研
究
所
へ
出
資

ライオン

水平リサイクルによる化粧品ボトルの再生・商品化を実現
花 

王


